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亡
U

李
大
釗
と
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学

一
　
は
じ
め
に

¶
新
青
年
L
六
巷
五
号
、
同
上
ハ
号
所
載
の
李
大
別
の
r
我
的
馬
克
思
主
義

観
」
　
は
、
五
四
時
期
の
中
国
に
最
初
に
マ
ル
ク
ス
主
義
を
体
系
的
に
紹
介
し
た

（1）

文
章
と
し
て
、
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
事
大
糾
自
身
が
そ
の
冒
頭
に

こ
と
わ
る
細
く
、
こ
の
文
章
は
、
マ
ル
ク
ス
生
誕
百
年
を
機
に
各
国
の
研
究
者

の
間
に
再
燃
し
た
マ
ル
ク
ス
の
紹
介
・
批
判
の
文
を
．
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
ま
と
め

上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
が
直
接
に
原
典
を
読
解
し
消
化
し
た
上
で
作
成
し
た

も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
r
我
的
馬
克
思
主
義
観
L
　
の
出
現
を
以
て
、
李
大
別

が
マ
ル
ー
ク
ス
主
義
者
に
な
っ
た
な
ど
と
の
評
価
は
、
余
り
に
も
早
計
に
す
ぎ

〔2）
よ
う
。と

は
い
え
、
李
大
糾
が
¶
我
的
馬
克
思
主
義
観
』
　
の
執
筆
に
当
り
、
い
か
な

る
材
料
を
取
捨
選
択
し
た
か
、
つ
ま
り
何
を
選
び
何
を
拒
否
し
た
か
を
解
明
す

る
こ
と
は
、
当
時
の
李
大
糾
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
水
準
・
程
度
を
見
極
め

る
た
め
、
追
求
に
値
す
る
独
自
の
課
題
と
言
え
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
は
、
当

時
の
中
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
認
識
の
全
般
的
状
況
の
把
壇
の
上
に
も
、
大
い
に

資
す
る
に
ち
が
い
駁
撃

と
り
わ
け
、
五
四
時
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
初
め
と
す
る
世
界
の
新
思
潮
の

中
国
へ
の
流
入
に
際
し
、
翻
訳
も
の
で
あ
れ
日
本
人
の
手
に
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
業
績
で
あ
れ
、
日
本
語
文
献
が
媒
介
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
い

後
藤
延
子

う
事
実
空
軍
そ
れ
ゆ
え
当
時
の
中
国
の
世
界
の
新
思
潮
の
受
容
に
は
、
同

時
代
の
日
本
人
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
理
解
と
研
究
の
状
況
が
大
き
く
影
響
し
、

ま
た
大
き
な
制
．
約
と
し
て
作
用
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ

て
五
四
時
期
の
中
国
へ
の
新
思
潮
伝
播
に
関
す
る
ソ
ー
ス
の
究
明
は
、
我
々
日

本
人
研
究
者
の
貢
献
が
特
に
要
請
さ
れ
る
分
野
と
言
え
る
。
と
同
時
に
、
ひ
る

が
え
っ
て
我
が
国
の
未
開
拓
の
荒
地
に
等
し
い
大
正
期
の
思
想
状
況
に
照
明
を

当
て
る
た
め
に
も
、
ま
た
重
要
な
作
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

筆
者
は
今
回
、
六
号
所
載
の
「
我
的
馬
克
思
主
義
観
」
の
後
半
部
分
、
即
ち

「
経
済
論
」
忙
関
す
る
部
分
の
H
、
出
の
怒
本
に
つ
い
て
対
照
表
を
作
成
し
、

李
大
別
の
マ
ル
ク
ス
主
義
理
解
の
実
態
に
迫
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
提
供
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
福
田
徳
三
の
　
r
統
経
済
学
研
究
し
（
同
文
館
刊

（5）

大
正
二
年
十
一
月
）
の
第
一
幕
マ
ル
ク
ス
研
究
　
で
あ
り
、
た
だ
二
個
処
だ
け
、

同
r
続
経
済
学
講
義
」
〔
大
倉
書
店
刊
　
大
正
二
年
五
月
）
の
第
五
篇
流
通
総

論
　
第
五
華
余
剰
価
値
と
利
潤
・
補
論
　
に
依
揺
す
る
も
の
が
あ
る
。
上
段
に

掲
げ
た
李
大
別
の
原
文
は
、
－
新
青
年
L
の
大
安
影
印
版
二
〓
九
六
三
年
）
か

ら
採
り
、
ロ
ー
マ
字
の
大
文
字
小
文
字
等
の
明
ら
か
な
誤
植
の
ほ
か
は
手
を
加

え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
r
我
的
馬
克
思
主
義
観
ト
の
後
半
部
分
は
、
H
剰
余
労
働
剰
余
価

値
説
　
H
平
均
利
潤
率
　
日
資
本
　
軸
資
本
集
中
論
　
と
い
う
構
成
を
と
っ
て

い
る
。
そ
し
て
H
の
初
め
に
、
「
馬
氏
の
r
経
済
論
」
に
は
二
つ
の
要
点
が
あ

る
。
一
つ
は
″
余
工
余
値
説
″
で
、
二
つ
は
〝
資
本
集
中
説
″
で
あ
る
」
と
述
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